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Notes on Papilio demoleus LINNAEUS Collected in Jawa, 
Indonesia (Lepidoptera, Papilionidae) 


Shin-ichiro KaTo: 4-13-20, Kiyoshikojin, Takarazuka-city, Hyogo, 665, Japan 


筆者 は 1988 年 9 月 , 西 ジ ャ ワ 山 地 の 高原 地帯 と ボゴール , ジャ カル タ の 効 外 で 採集 を 行なう 機会 を 得 た . 
季節 は 乾季 末 で , 花木 ・ 草 花 の 多い と ころ で も チョ ウ 影 は きわ め て 薄く , 全く の 健 果 で あっ た か, 9 月 24 日 , 
オナ シア ゲハ の メス を 1 頭 採集 し た . ジャ ッ 島 で は 初め て の 記録 と 思わ れる の で 報告 する . 

な お , 報告 に 先立っ て , 発表 を 奨め られ , 種々 ご 教示 に 預 っ た 五 十 履 川副 昭 人 両 博士 氏 . な ら び に 現 
地 で 協力 頂い た YoNNo 氏 , Haji DApANc 氏 に 深謝 申し あげ る . 





Papilio demoleus LINNAEUDS オナ シア ゲハ 1 和 早 , Desa Dadog, Jawa Barat, Jawa. 
Sept., 24. 1988. S. KATO leg. (Figs. 2, 3) 


ダ ド ッ グ 村 は , ボゴール か ら バ ンド ン に 向う 途中 , プン チャ ク 峠 を 下り て 間もなく 右折 する と チ ボ ダ ス 高 
山 植物 園 に 至る が , その 手前 の 国道 沿い 左側 に 位置 する (Fig.1). 村内 の 小 規模 な 熱帯 花木 庭園 で , 園 主 Haji 
DADANc 氏 の 好意 に より 約 2 時 間 採集 させ て 貰っ た . 園内 で は ナガ サキ アゲ ハ , コ モン タイ マイ , キチ ョ ウ , 
メス アカ ムラ サキ , アオ タテ ハモ ドキ , ヒメ アカ タテ ハ , リュ ウキ ュ ウ ミス ジ , ウス イロ コノ マチ ョ ウ な ど 
平地 性 の チョ ウ が , 数 は 少な い が 見 られ た だ た. 

当日 (9 月 24 日 ) は 快晴 で , 正午 過ぎ ブー ゲン ビリ ア に 訪 花 し , 迅速 に 転々 と 吸 蜜 し て いる オナ シア ゲ 
ハ 1 税 を 採集 し た . 目撃 し た オナ ン ア ゲハ は この 1 頭 だ け で あっ た . 

オナ シア ゲハ は 1960 年 代 の 後半 まで は , アジ ケア 大 陸 南 部 の , 西 は アラ ビア 半島 , イラ ン か ら イ ンド , ス 
リラ ンカ を 経て , 東 は ビル マ , マレ ー 半 島 , タイ , イン ド シ ナ か ら 中 国 南部 , 台湾 に 至る 広範 な 地域 と , 小 
スン ダ 列 島 か らち ら オ ー ス トラ リア , ニュ ー ギ ニア に か け て の 2 つの 広い 分 布 圏 を も つが , その 間 の 島しょ 部, 
大 スン ダ 列 島 か らち フィリ ピン , マル ク 諸 島 に か け て の 湿潤 熱帯 は 本 種 の 空白 地帯 と され て いた (CORBET, 
1956: 白水 , 1960). と ころ が , その 後 の 本 種 の 湿潤 熱帯 へ の 進出 は きわ め て 顕著 で ,。 フィ リピ ン 全 域 か ら タ 
ラッ ド 諸 島 , サ ン ギ ー 諸 島 , スラ 諸島 に 及び , また 八重 山 諸 島 の 与那国 島 , スマ トラ 島 へ と 分 布 を 広げ て い 
る (宮田 , 1973 : 川副 ・ 若 林 , 1976 ; 塚田 ・ 西 山 , 1980). 

し か し , ジャ フワ, ボル ネオ , スラ ウエ シ , マル ク 諸 島 は 今日 な お 空白 で あり , 従っ て ジャ ッ 島 の 記録 は 見 
出す と こと が で き な か っ た 。 

採集 し た 個体 は 前 次 長 44 mm, 比較 的 新鮮 で ある . 前 次 中 室内 に 横 に 並ぶ 2 個 の 斑紋 は 分 離し て いて ア 
ジア 群 の 特徴 を 表わし , 接近 また は 融合 する オー スト ラリ ア 群 の 亜 種 , senelinus, sthenelus, novoguineen- 
sis と は 明らか に 異な る ( 盤 瀬 , 1969). さら に 前 次 中 央 帯 第 1, 2 室 に また か る 黄色 斑紋 は ほほ 同じ サイ ズ 
の だ 円 形 で , 切れ 目 な く 接し , あたかも 3 個 の 鏡餅 を 多少 ずら し て 重ね た 形状 を 呈す る (Fig.2). この 形状 
は タイ , ビル マ , スマ トラ 産 に 酷似 し , 原 名 亜 種 demoleus, 台湾 亜 種 が 0anzus と 容易 に 識別 で きる ( 五 十 
履 , 1979, Plate 122, 6, 7, 14). 
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Fig.1. Map of west Jawa. ※ : the site where a female of Papilio demoleus L. was 
collected on September 24th, 1988. 





Figs. 2-3. Female of Papilio demoleus L. collected in Jawa. 2. Upperside: 3. Underside. 


採集 地点 が スマ トラ に 近接 する 西 ジ ャ ワ で ある 点 を 併 慮 する と , 採集 個体 は マレ ー 亜 種 malayanus と 
見 な し て よい と 思わ れる 。. 

と ころ で , 採集 地 の 周辺 一 帯 は , 西 ジ ャ ワ ソ の ほほ 中 央 に 位置 する ゲ デ 山 (2958 m) 山 麓 緩 斜 面 に 広がる 高 
度 1000 m 前 後 の 高 原状 台地 で ある . また この 地域 か ら 東方 の バン ドン 県 , チア ミス 県 に 至る 山地 帯 は , プ 
リア ン ガ ン 地 方 と 総称 され , 1602 年 オラ ンダ が バタ ヴィ ア (ジャ カル タ ) に 東 イ ント 会 社 を 設立 する 以前 , 
既に スン ダ 文 化 が 栄え た と こと ろ で , この 地方 は その ころ か ら 人 間 の 営 為 が 及 ん で いた と 考え られ る . 現在 見 
られ る 景観 に は , 湿潤 熱帯 の 降雨 林 は 全く な く , 代 っ て 切り 拓 か れ た 耕地 ・ 草 地 ・ 二 次 林 か ら な る 広大 な オー 
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プン ラン ド が あっ て , その 中 に 小 規模 な 村落 が 点 在 する . チ ボ ダ ス , ダ ド ッ グ 村 周辺 で は , そこ ここ に だ 熱帯 
花木 の 栽培 が 見 られ , また 庭園 内 の 一 角 に は ミ カン 類 が 植わっ て いた . 

立地 こそ 全く 異な る が , それ は 筆者 が 1971 年 8 月 , パ ラワン 鳥 プ ア ェ ルト ・ プ リン セ サ に 近い 小 漁村 バン 
カオ ・ バ ンカ オン や マニ ラ 郊 外 の アン ティ ポロ 村 で , 本 種 を 採集 し た 時 に 見 た 生息 環境 を 想起 きせ る も の が 
あっ た . どう し て この よう な 内 陸 高 地 で 今回 突然 得 ら れ た の か 疑問 は 残る が , 当地 は 荒れ た 乾燥 地 を 好む 本 
種 が 生息 する の に 決し て 不都合 な 環境 で は な いと いう 印象 を 受け た (日 浦 , 1973). 

この た び 記 録 さ れ た オナ シア ゲハ の 進入 経路 ・ 手 段 は 今さら 知る よし も な い が , この よう な ケー ス が 一 過 
性 に 終ら ちず, 繰り 返さ れ て 定着 ・ 繁 殖 へ と 進む の か どう か , さら に 今後 の 推移 に つい て 調査 が 望ま れる . 
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Summary 


The author collected a female of Papilio demoleus LiNNAEUS at Desa Dadog, the central highland 
area of west Jawa, Indonesia on September 24th, 1988. This is the first record of the present species 


in Jawa. The specimen was identified as ssp. malayanus. 
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